
た
か

や
な
ぎ

く
に

お

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

�

柳

邦

夫

専
攻
学
科
目

物
性
物
理
学

生

年

月

昭
和
二
二
年

二
月

略

歴

昭
和
四
四
年

三
月

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
物
理
学
科
卒
業

同

四
六
年

三
月

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

四
七
年
一
一
月

東
京
工
業
大
学
理
学
部
助
手

同

五
〇
年
一
一
月

理
学
博
士

同

五
二
年

五
月

ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
協
会
フ
リ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
研
究
所
研
究
員
（
昭
和
五
四
年
三
月
ま
で
）

同

五
六
年

二
月

東
京
工
業
大
学
理
学
部
助
教
授

同

六
三
年
一
〇
月

東
京
工
業
大
学
理
学
部
教
授

平
成

四
年

七
月

東
京
工
業
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
教
授

同

一
三
年

四
月

東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
教
授

同

二
四
年

四
月

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授

同

二
四
年

四
月

東
京
工
業
大
学
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

五



理
学
博
士
�
柳
邦
夫
氏
の
「
超
高
真
空
電
子
顕

微
鏡
に
よ
る
ナ
ノ
構
造
の
研
究
」
に
対
す
る
授

賞
審
査
要
旨

１
�
シ
リ
コ
ン
（１１１

）
表
面
の７
×７

再
配
列
の
構
造
決
定

シ
リ
コ
ン
結
晶
の
（１１１

）
面
は
、
結
晶
構
造
か
ら
正
三
角
形
の
格
子
か
ら
構

成
さ
れ
る
と
の
予
想
に
反
し
、
実
際
の
表
面
は
単
位
格
子
一
辺
の
長
さ
の
七
倍

の
周
期
を
持
っ
て
い
る
。
一
九
五
九
年
に
こ
のSi
（１１１

）７
×
７

構
造
が
発
見

さ
れ
て
以
来
、
原
子
は
ど
の
よ
う
に
配
列
し
、
結
合
し
て
い
る
の
か
、
二
〇
年

以
上
に
わ
た
っ
て
、
詳
し
い
構
造
は
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
。

表
面
構
造
決
定
の
主
な
手
段
は
低
速
電
子
線
回
折
で
あ
る
が
、
低
速
電
子
と

表
面
近
傍
原
子
と
の
相
互
作
用
が
強
結
合
で
あ
る
た
め
に
、
解
析
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
。
表
面
の
第
一
層
だ
け
で
も７

×
７
＝
４９

個
の
原
子
が
含
ま
れ
る
そ

の
表
面
の
構
造
解
析
は
難
関
で
、
多
く
の
表
面
科
学
者
が
挑
戦
し
、
沢
山
の
構

造
模
型
の
提
案
が
あ
っ
た
も
の
の
ど
れ
も
説
得
力
は
な
く
、
こ
の
表
面
の
構
造

決
定
は
最
後
ま
で
難
関
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。

�
柳
氏
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
透
過
電
子
線
回
折

（T
E

D

）
を
用
い
た
。TE

D

は
電
子
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、
電
子
と
表
面
近

傍
原
子
と
の
相
互
作
用
が
弱
く
、
解
析
が
非
常
に
容
易
に
な
る
。
し
か
し
そ
の

た
め
に
は
サ
ン
プ
ル
を
薄
く
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
成
功
し
、
一
九
八

三
年
に
はD

A
S

模
型
と
呼
ば
れ
る
模
型
に
到
達
し
た
。
こ
の
模
型
で
は
単
位

胞
あ
た
り
一
五
対
のdim

er

（
原
子
対
）
と
、
一
二
個
のadatom

（
付
加
原
子
）

が
あ
り
、
ま
た
第
二
層
の
原
子
の
う
ち
単
位
胞
の
半
分
の
部
分
に
あ
る
も
の
が

水
平
に
ず
れ
て
お
りstacking

fault

（
積
層
欠
陥
）
を
な
し
て
い
る
。D

A
S

は

こ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
再
配
列
は
も
と
の
三
角
格

子
と
比
べ
て
ど
こ
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。
そ
れ
は
ダ
ン
グ
リ
ン
グ
ボ
ン
ド
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
切
り
出
し
た
ま
ま
の
（１１１

）
表
面
は
、
単

位
胞
あ
た
り
四
九
個
の
ダ
ン
グ
リ
ン
グ
ボ
ン
ド
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、D

A
S

模
型
で
は
単
位
胞
あ
た
り
合
計
一
九
個
に
減
少
し
た
た
め
、
安
定
化
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。A

datom

に
関
し
て
は
、
走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
（ST

M

）
を

用
い
て
そ
の
位
置
が
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
た
が
、ST

M

で
は
最
表
面
の
層

し
か
わ
か
ら
ず
、dim

er

やstacking
fault

を
含
む
全
体
像
は
�
柳
氏
の
電
子

線
回
折
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
のD

A
S

模
型
は
そ
の
後

の
表
面
Ｘ
線
回
折
実
験
、
低
速
電
子
線
回
折
実
験
、
第
一
原
理
計
算
な
ど
の
結

果
で
も
び
く
と
も
せ
ず
、７

×
７

再
配
列
の
最
終
的
な
模
型
と
し
て
万
人
の
認

め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
二
〇
年
来
の
問
題
が
解
決
し
た
。

２
�
金
の
量
子
細
線
の
電
気
伝
導
度
測
定

二
六



走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
の
チ
ッ
プ
（
針
）
を
金
で
作
り
、
そ
の
チ
ッ
プ
を
金

の
試
料
表
面
に
接
触
さ
せ
て
か
ら
引
き
離
す
と
、
チ
ッ
プ
と
試
料
の
間
に
金
の

ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
が
生
成
す
る
。
こ
の
系
は
走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
を
な
し
て
い
る

が
、
こ
の
系
を
超
高
真
空
電
子
顕
微
鏡
に
組
み
込
み
、
顕
微
鏡
で
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ

の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
チ
ッ
プ
と
試
料
と
の
間
の
電
気
伝
導
度
を
測
定
し

た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
が
一
列
の
金
原
子
か
ら
出
来
て
い
る
と

き
は
、
電
気
伝
導
度
は2e

2/h
と
な
り
、
二
列
の
金
原
子
か
ら
出
来
て
い
る
と
き

は2e
2/h

の
二
倍
と
な
っ
た
。（
ｅ
は
電
子
の
電
荷
、
ｈ
は
プ
ラ
ン
ク
常
数
）
こ

の
よ
う
に
ナ
ノ
ワ
イ
ヤ
の
様
子
を
詳
し
く
観
測
し
な
が
ら
、
量
子
化
さ
れ
た
電

気
伝
導
度
を
測
定
し
た
の
は
は
じ
め
て
で
、
こ
の
分
野
に
大
き
な
貢
献
を
し
た

と
い
え
る
。

３
�
金
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
発
見
と
構
造
解
析

金
の
薄
膜
を
超
高
真
空
電
子
顕
微
鏡
内
で
電
子
線
照
射
し
、
薄
膜
に
空
孔
を

作
り
、
さ
ら
に
照
射
を
続
け
る
と
二
つ
の
空
孔
が
く
っ
つ
き
、
く
っ
つ
い
た
部

分
が
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
と
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
構
造
は
多

層
構
造
を
な
し
て
お
り
、
一
つ
の
層
は
何
本
か
の
原
子
列
か
ら
な
る
螺
旋
型
の

コ
イ
ル
状
の
チ
ュ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
構
造
の
も
の
が
作
り
出

さ
れ
て
お
り
、
各
層
の
原
子
列
の
数
を
外
側
か
ら
、n-n’-n’’

等
と
書
く
と
、7

−
1,11−

4,12−
5,13−

6,14−
7−

1,15−
8−

1,16−
9−

2

な
ど
が
あ
る
。

そ
の
原
子
列
の
数
に
は
著
し
い
特
徴
が
あ
り
、n-n’＝

７

で
飽
和
し
、
そ
れ

以
上
に
な
る
と
さ
ら
に
一
層
チ
ュ
ー
ブ
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
７
は
マ

ジ
ッ
ク
数
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
相
隣
な
る
層
の
原
子
列
の
数
は
必
ず
奇
数

と
偶
数
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
子
列
を
持
つ
コ
イ
ル
を
、
金
結
晶
の

（１
,１

,１

）
格
子
面
を
い
ろ
い
ろ
な
ピ
ッ
チ
で
円
筒
状
に
丸
め
た
も
の
と
考
え

て
、
そ
の
際
の
ひ
ず
み
等
を
考
慮
し
た
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
は
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
が
有
名
で
あ
る
が
、
�
柳
氏
は

金
で
も
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
が
出
来
る
事
を
見
い
だ
し
た
。

４
�sub-５０

pm

分
解
能
電
子
顕
微
鏡
の
国
産
開
発

電
子
顕
微
鏡
の
球
面
収
差
補
正
技
術
は
欧
米
で
一
九
九
五－

一
九
九
九
年
頃

実
用
技
術
と
な
り
、
分
解
能
は１００

pm

に
達
し
た
。
我
国
は
こ
の
技
術
で
遅
れ

を
と
っ
て
い
た
が
、
�
柳
氏
の
独
自
の
収
差
補
正
技
術
に
よ
り
、
世
界
最
高
性

能
のsub-５０

pm

分
解
能
を
達
成
し
、
顕
微
鏡
技
術
と
ナ
ノ
構
造
観
察
の
最
先

端
を
再
び
取
り
戻
し
た
。
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